
氣門閉鎖及片側絹絲腺拙出蠶繭絲の形及大さ

附　各齢吐絲繊維の太さ

荻原淸治

Kiyoharu OGIWARA:-On the shape and size of the cocoon-fibre which was 

deformed by the injurious operations, closing one-sided spiraeles for the 

silk-gland and cutting off one-sided silk-gland, during the larval stage.

(With the measurement of size of silk fibre spun in each larval instar.)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　論

　一般購綜の形状及大さにオ沈ては既に獲表しナこ事がある（林、　著ナ三」頂、　P．Tフド叢置藩糸藍導玉稼礁｛誌≦窄2・巻｛窪1勢駐）。

而して其の形及大さを左窮するものはN吐縣部の大さミ其の形状、吐綜蓬度及絹紳腺の1琴【i質で

ある虐蓮ぺた。其の後更に楚等σ）關係を咽かにしやうεしてをつた際b山口定訳郎氏より氣門

閉鎖及片側餅繰｝ヤll蹴1より得ナ；醐の頒を受けナこので仙n照謝1縄ゆ部伽膿離m二

傷審に凱する代償肥大に班泥て研％した（鎧綜離鵬麗膨G巻策3號））箸膏は魁等の繭綜の形及大さ

が、一般正常繭綜の夫れS如何なる相違有るかを調査したのである。

　　　　　　　　　　　　　：1：・氣門閉鎖懲繭綜の形及大芒，

　實験に用ひナこ品種は國獄支4臨であつて、5齢期に於て第3、4、∬、6の汁側氣門を閉鎖した

ものである。斯くする時は閉鎖を受けた側の絹綜腺の装育は著しく悪くなるこεば山口氏の魔・

鹸に醐かであるが・此囎病Lによo　ts，is．，i一まれ醐を1粒繰繍こよ欄暦を鰍菖昧宛の小総s

して各総を1甑ミして・是等の繭縣に就て共の形及大さを調査したのである。測建は各憾に就

き10本宛ミし之㌘李均した。　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　第1表　氣ll，51Vj鎖憲繭綜の形及大さ
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　　　　第1糸糠は氣門閉鎖障1鞭行はざる側の絹糊臆Ull嚇されたもの。

。　　第辮條は氣門閉螺轄遊行ひたる【1ゆ絹糊は卯【懸されたもの。

　　　　繊度は盃成繭綜の繊度

　　　　撫充賊であつて・羅馳雁ミとして求めたる圓形鰍1謝するユ1撒繭緬積の割合（％）

　　　獄綜墨難誌　　　第十谷　策置號　　193S
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第2蓑　鑓1、第2系糸條の繊残老
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　　同上％｝　「　76・21。・・2i・7・。，コ7・1519・1正
　　備　考　第1蓑の繭繊維の欝積よリ算出す。胃分比％は策」綜條に澗する第鉛繍條の捌脅。

　氣門閉鎖聖慢けた側の誕現維は、外1軽に於ては爾繊維のための差は極めて僅少であるが、内暦

に至るに從つて共の灘は猛々大εなる。然し乍ら生戚される繭紳は最後迄2綜條‘1）儘にして

障害側の潤於腺よりの吐綜も組紳腺の叉くさに慮じて細くなつてfii｝るこ5を知るのである。然し

て生成されT繭綜ごしての太さには、一般繭綜の央れ，S大なな難を認めないのである。是れ障

害側の繊孫の急激に細くなるのを無1「艦塔側の繊綜が補，雪・ものS見るを得べく、此の關係は第1

蓑の爾繊維の而積關係及第2表の繊度關係より明かに知るこ讐が1，ti來るのである。叉斯くの如

く第2綜條の面積の減少が急激であるに拘らず、繭紳の長筏が鰻化しないのは第2縣條の太さ

が減少して出來る吐縣管の閥隙を窒朽1i孫條が除分に分泌されて充満するためであるc、故に吐縣

に當つては吐綜瞥は大髄に於て常に充満されてをり、從つて吐i綜繭系紅ハ形は疋薩ちに吐紳蔀の形

を示すものであるざ云ふこミが出來るのである。

　以上のこミは蟹繭吐縣に際して繭綜の繭繊維間に分寓1睦遡し一C－　ll｛ずる小節、郎ち小糠f，ii了の原

因ではないかミ考へて調登したのである。即ち繭繊維の太さの斐餐に原因して爾紬発維の膠薪状態

が異り、ために爾繊維問に分離を起すものミ考へて行つたのであるが、此の實駒の結果は其グ、

原因εなるべ1きものを獲兇し得なかつたのである。而して斯くの如く爾繊維の太さを甚だしく

異にするため細歯孫條側のものは切噺を起す機會が多くなり、叉之に膿因して繰綜中に切端が

集合して大なるは質節状、小なるはラウジネス状を皐するを見るt、

　　　　　　　　　　　II・絹綜腺片側抽出盤繭綜の形及大さ

　實験に用ひた品種は國獄日1貌であって、5齢初期に於て左又は霜の細綜腺を狛ll掛した後優

繭せしめ・此のものを前實験ざ同様に外暦より1粒繰綜を行ひ、50米宛の荊忽を造り、之を試料

虐して其の横噺面の形黙及大さを測定したのである。測定は各薩に就膏各10本宛εし、之を卒

均した。

　　　　　　　　　　　第3表　片側絹孫腺抽1島翼繭縣の形及大さ
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　前表の如く、其の形は一般繭懸の2繊維の接合である形の如きリボン朕を呈し、著潜が實験

の常初に當つて考へた如く1覇幽吠綱は吐綜される揚合大髄に於て吐綜孔横断面ε略1司襟な形を

ざり、外界に於て特渉1の影響を受けざる限り其の雄原形を保つものミ考へるこミが出來るので

ある。

　　　　　　　　　　　　lll・各齢に於ける吐綜緻維の穴書

1鍵臓に用ひナこ品種｛よ諸娃にして、此のもののll鶴瀞代の吐綜繍偉より各齢眠期に於て吐綜せ

為繊維に就て測定した。

　　　　　　　　　　　　第4表　餐齢に於ける吐赫繊維の太さ
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　上表の如く1蟻憲期に於てtよ非常に細く其の太さの触加も第4眠期趨はお礪めて徐々である

が、第5齢期に入るll轟…は急激に褒育し、其の間数剛こして繭綜に見る如き太さに成羅するので

ある。然して此の蛮育の状態は繭綜腺の褒育の賦態ε良く類似するのである。

工V・結　　　論

　本蜜1瞼に於て訳のこミを知り得た。

（1）　懸児が吐練する揚合に吐綜繊維は必ずlll二綜管滋の大さ及形に慮じて吐綜管に相似の1杉を

　t“りN其の形がリボン駅を呈してゐるこεからして吐綜管の腔隙は大1澄に於てリボン1伏を呈

　するものミ考へるこミが出聚るc

（2）氣門閉鎖を行ふ時は障葦聾側の繊維は著しく細くなるこεから考へても、網質物を分泌す

　る網綜腺は獲育を害されるこεがわかる。叉吐綜の揚合には他の繊維ε陶一の太さに吐綜さ

　れるこざなく、其の形のみ小εなり、其の綜艮に於ては影響なきこ虐を知る。又著考が本實

　験の當初に考ヘナこ如く、爾緻維の太さの藻が直接小糠鰯の原園ミならないこざを知つたので

　ある。

（3）盤児吐綜繊維の太さは其の獲育ざ共に増して、其の状態は騰内絹綜腺の褒育ε略々比例

　してゐる。

（4）片側網綜腺を抽出する時は、残りの絹綜腺より吐綜される繊維が普通のものに比較して

　甚だじく太きこεからして、膿内綱綜腺の獲育は甚だしく促蓬されるこ霊がわかる。
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第1圖（片側氣門閉鎖翼繭綜の形状）　｝第2圖（片側絹縣腺抽出蛮繭綜の形状）
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第　3　圖　（小繊維の集積状態）

響瀬翻灘欝

懸欝
附　圖　競　明

第1圓は片働氣門閉鎖障害を受けた置兇の吐綜繭綜の形及大さの墜化を繭層順に示したもの。（A－E）

第2圖は片側絹綜腺抽出慧見の吐綜繭綜の形及大さの愛化を繭暦順に示したもの。（A－E）

第3圖は氣II欄灘講を受けた繭綜をmexxした揚合・障害側の細き繊維を購して一箇脈こ集合し質節

　又はラウジネス歌を呈したもの。


